
【24回　産業保健マーケティング研究会】
チームに求められる「共有する力」

2018/1/27      14:00~17:00 日本能率協会 東京本部

基調講演　<共有の考え方と進め方 >
　　　　　　　　　　　　　　 ー8w3h1sを用いてー

担当；じぁん　どぅーそっぶ (Jahng, Doosub)
国）九州工業大学大学院 生命体工学研究科
チーム・マネジメント分野

File; OHMk研究会.graffle Canvas; 24東京_2018_1_27
© 2018 D. Jahng  (jahng-doosub@umin.ac.jp)

共有；
共に有る

共通；
共に通じる

有って 伝えて 達して 共の状態へ

OHMkの共有と共通

< 伝・達の手段 >
共通の言語

国際語
相手言語
母国語 1st Lang.

2nd Lang. (IAL; Int’l Auxiliary Lang.)

New Type; Natn’l, Blended Lang.

啐啄同時の教え
・知ってもらう努力
・知ってあげる努力

8w3h1s

When

Where

Who

What

Why

How

Within

Which

Whom

選択肢

much 質

many 量

long 時間

Standards

(Jahng, 産業保健マーケティング,中災防, 2002)

MIOCAS

Merit
メリット

Impact
インパクト

Outcome
アウトカム

Comprehension & 
Awareness 認知度

Action
利用度

効果・意義

行動変容

目標達成

理解と認識

利用実態

Satisfaction
満足度 主観的評価

共有する


